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「収益構造改革計画強化策」の進捗に関するお知らせ 

 

 当社は昨年 9 月、抜本的な業績改善対策として「収益構造改革計画強化策」を公表いたしました。 

現在のところ、計画は順調に推移いたしております。当対策の一環として、下記の特別損益項目が発生

いたしますが、これらの項目は当社の今期業績予想（昨年 11月公表）にはすでに織り込み済みであります。 

 

記 

 

１．特別退職金等の支払いによる特別損失 

    当社では従来から、社員の転進転職を支援優遇する「転進支援制度」を導入し、実施して 

まいりましたが、会社業績の悪化に伴う対策といたしまして、当期、2002 年 11 月および 

2002 年 12 月に、「転進支援制度特別措置」として 35 歳以上の社員を対象に退職者募集を実施 

いたしました。その結果、合計 51 人の退職者が発生いたしました。当該退職者に対する特別 

退職金等 528百万円を、2003年 3月期決算において特別損失として計上する見込みであります。 

 

 ２．設備統廃合等に伴う特別損失 

    「収益構造改革計画強化策」の中で、小規模で老朽化が進んでいる複数のプラントに 

ついて、2003 年 3 月末に生産を停止することといたしておりましたが、予定どおり実施し、 

当該設備を当期に除却する運びとなりました。これに伴い、2003 年 3 月期決算において、以下 

のとおり不要棚卸資産除却も合わせて 570 百万円を特別損失として計上する見込みであります。 

(1) 除却対象固定資産 

取得価額  ：  4,300百万円  

損失見込額 ：  500 百万円 

(2) 除却対象棚卸資産 

損失見込額 ：   70 百万円 

 

 ３．土地売却益に伴う特別利益 

    当社所有の工場用賃貸土地（静岡県富士市）を 2003 年 3 月 31 日付で売却することに伴い、 

2003 年 3 月期決算において 230 百万円を特別利益として計上する見込みであります。 

    金額内訳：譲渡価額 399 百万円、帳簿価額他 169 百万円 

    譲渡先 ：朝日化学工業株式会社（大阪市中央区北浜四丁目 7 番 28 号、代表取締役社長 須江 俊行） 

以 上 


